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要旨：本研究では、採用を主目的とする短期間のインターンシップではなく、中間支援団体
のコーディネーターが介在し、学生と二人三脚で、企業の事業創造に向けて取り組む「長期
実践型インターンシップ」を対象とし、学生時代に参加した社会人への追跡アンケート調査
を実施し、特徴と効果を明らかにした。特徴として、「仕事の経験」「社会・地域・中小企業
を知る」「自己理解・将来のキャリア」「挑戦による将来への影響」「関係性の構築」などが
確認できた。また、社会人になった後の「濃密な挑戦の機会」や関係性が活きる事例が確認
できた。
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1．背景

本研究では、短期間の採用目的ではない、
中間支援団体が実施する「長期実践型イン
ターンシップ」の経験者に対する追跡アン
ケート調査より、その特徴と効果を明らかに
することを目的とする。
日本では、2010年代後半より選考や説明
会の前段階として、採用を主目的とする形態
のインターンシップが定着している。日本の
大学生の新卒採用は、就職協定に影響を受け
る。就職協定は、他国にはない日本独自の制
度である。1953年に当時の文部省が中心と
なり、大学団体と経済団体との間で、学生の
就職活動に関連し、推薦開始日などが定めら
れた。企業の採用活動の開始時期の制限を加
えることで、学生が学業に集中する環境が構
築された。就職協定によって、企業は特定の
時期に一斉に学生の採用活動を開始すること
になる。産業界の業界側の協力で成立するが、
企業の採用意欲が旺盛な時期は、企業による
学生の青田買いが常態化し、選考前倒しの歯
止めにならなかった (中島 2020)1)。その後、

【研究ノート】　

1997年から 2011年の期間は、「採用選考に
関する指針」、就職問題懇談会による「申し
合わせ」、関係省庁の内閣官房、文部科学省、
厚生労働省及び経済産業省による経済団体等
への「要請」へと形を変え、就職活動の開始
時期などが提示されてきた。
他方、日本のインターンシップは、1990

年代後半以降、産業界と大学が連携したキャ
リア教育の文脈で発展を遂げてきた。亀野
(2021)は、「日本のインターンシップはあえ
て就職と関連つけることを避けてきたが、結
果としてより超短期のインターンシップが広
がってきた」2)と言及する。一方、企業側が、
インターンシップは就職活動ではなく教育活
動であるため、就職協定、就活ルール、申し
合わせに該当しないと都合よく解釈した。結
果、就職活動の説明会解禁時期の前に、イン
ターンシップが学生との接触手段として活用
されるケースが出現した。特に 2010年代中
盤には、大手就職斡旋会社が、インターンシッ
プ情報を会社説明会と同様に学生の情報サイ
トへと掲載することで、インターンシップが
急速に広まった。学生にとっては、説明会と
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類似した内容の短期間のプログラムが、早期
に実施される形へ変化した。本来、学業と就
職活動の両立を図る協定にも関わらず、イン
ターンシップが日本では教育の要素が強調さ
れたが故に、企業が学生との早期に接点を有
する手段として活用された。また、企業にとっ
ては、多くの学生と労力をかけずに接触する
ことが優先される。結果、短期間で、多くの
学生と接触できる説明会に類似する短期間の
インターンシップが増加する事態となった。
このような流れを是正する観点から、近年
インターンシップ制度に関して、日本経済団
体連合会と大学の取り決めで、5日以上で半
数以上に就業体験が伴う内容をインターン
シップと定める形へと変更され、企業が接点
を有した学生の個人情報を採用へ活用するこ
とが認められた (採用と大学教育の未来に関
する産学協議会 2022)3)。要件を満たすイン
ターンシップに関しては、採用と関連づけを
行う形が模索されている。ただし、松高 (2020)
によると、ブランド・知名度の高く、広報に
資金を多用できる大企業へと学生が集まり、
地域中小企業との格差の助長につながる懸念
があることを指摘する 4)。インターンシップ
は変化の途上にあるが、採用に傾斜した内容
や、教育的要素が重視されることで受入企業
の負担が大きい内容ではなく、企業と学生双
方に恩恵があるインターンシッププログラム
の存在が、持続的な発展を遂げるためには重
要である。そこで、本研究では、「採用直結」
型の企業主体のインターンシップや、大学が
主体となり実施するインターンシップではな
く、中間支援団体が実施し、コーディネーター
が介在する「長期実践型インターンシップ」
を対象として取り上げる。

２.　長期実践型インターンシップ

長期実践型インターンシップは、期間の
長さと、専属のコーディネーターが存在し、
企業・学生の双方に対して、事前・実施中・
事後の伴走支援をすることに特徴がある (今
永 2021)5)。「長期実践型インターンシップは、
日本において NPO法人 EIIC.によって広め
られ、本格的に参加学生の学びに最も主眼が
おかれている。企業家精神溢れる人材の育成
というビジョンに象徴されるとおり、短期型、
体験型、キャリアガイダンス型などに分類さ
れるインターンシップとは、全く異なる学び
を生み出しうるプログラムとして位置付けら

れている。そしてそれは決してお題目に留ま
ることなく、実績を生み出している」(芦塚
2016)6)。当該団体は、全国で 2004年からス
タートしたチャレンジ・コミュニティ・プロ
ジェクトと呼ばれる組織を形成する。有料の
正会員は、2022年 12月時点で 39団体である。
定期的に勉強会や情報交換会を実施し、地域
の中小企業の経営革新や、参加学生のキャリ
ア教育効果を高める活動を行っている。
期間は 1ヶ月以上で、3ヶ月から半年以上、

中には 1年以上のプロジェクトも存在する。
参加学生は、長期休暇を活用した参加や、授
業のない日や、授業の空きコマを活用して午
後のみの参加など、学業と両立して参加する。
あるいは、3ヶ月から半年以上参加する場合
は、大学を休学して参加する。近年は、オン
ライン環境を活用し、学生が融通の効く時間
に参加することも可能である。
専属のコーディネーターは、「企業に対し

ては、事前のプロジェクト設計、参加者と面
談、事前研修を通したマインドセット、プロ
ジェクトのフォロー、事後の振り返り会など
を実施する。学生に対しては、事前の面談、
事前学習、体験学習プログラムの実施・伴走
支援、事後の振り返りと今後のアクションプ
ランの設計などを実施する」(今永・棚瀬・
南田 2022)7)。学生と企業のマッチングを行
う際には、コーディネーターが、学生と事前
の面談を行い、学生の特徴とインターンシッ
プでの目標などを把握する。他方、企業とは
並行して、企業の課題に基づき、学生が実施
するインターンシッププログラムを設計す
る。インターンシッププログラムは、開始前
に作成される。その上で、学生と企業との面
談が実施され、双方で合意した場合に、長期
実践型インターンシップが開始される。多く
の場合、学生の事前のスキルや大学における
学問の専門性とのマッチングではなく、企業
との相性、学生の関心や目標達成の視点が重
視される。企業側の視点では、学生を新卒採
用の目線ではなく、プロジェクト達成に向け
て共創相手としての観点を重視する。
次に、長期実践型インターンシップに関す

る先行研究を概観し、特徴を考察する。芦塚
(2021)は、NPO法人 ETIC.、NPO法人 JAE、
受入企業へのインタビュー調査から、長期実
践型インターンシップは、時間やコストを要
する課題が存在する一方、コーディネーター
が存在することで中小企業の課題解決と、学
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生の学び合いによる場の価値を提示した 8)。
また、今永・鳥本 (2022)では、地域中小企
業に対する半年以上の長期実践型インターン
シップにおいて、コーディネーターが関与す
ることで、業務改善や新規事業の取り組みに、
学生が貢献し、企業の事業価値の実現に貢献
することを示した 9)。具体的には、学生が企
業の新規事業に推進に向けた補助金の申請作
成に取り組み、採択されるなどの成果が得ら
れた。また、髙木・南田・棚瀬 (2016)では、
大学で単位化された１ヶ月程度のインターン
シップで、地域中小企業の事業創造や業務改
善につながる事例を示した 10)。他には、中
間支援団体 (河合 2015、川口 2015)11)12)、コー
ディネーター (今永 2021) 5)、受入企業 (柴田
2018)13)に関する事例研究などが認められる。

３.　方法

中間支援団体が実施する長期実践型イン
ターンシップは、20年以上の実践の蓄積が
存在するが、活動実体に対して研究の蓄積は
乏しい。また、個別団体、企業単体、コーディ
ネーターに対する事例調査が中心で、複数団
体を統合した調査、参加後の追跡アンケート
調査などの研究の蓄積はあまり認められな
い。
そこで、本研究では、長期実践型インター
ンシップを学生時代に経験した社会人に対す
る追跡アンケート調査を実施することで、長
期実践型インターンシップの特徴を明らかに
する。特に、社会人になって有益な効果が何
かを探索する。本論文では、長期実践型イン
ターンシップを「1か月以上の長期間で、専
属のコーディネーターが学生と企業双方に、
事前・インターンシップの実施中・事後にわ
たって、伴走支援を行うことで、企業の事業
価値を高めながら、学生の教育効果の実現を
両立するインターンシップ」と定義し、当該
インターンシップの参加経験者に調査対象を
焦点化する。
調査対象は、学生時代に長期実践型イン
ターンシップを 1ヶ月以上経験した社会人
を対象とする。10年以上にわたって長期実
践型インターンシップの実績を有する 6つ
の中間支援団体 (NPO法人 ETIC.、NPO法人
G-net、一般社団法人ワカツク、NPO法人北
海道エンブリッジ、NPO法人 JAE、株式会
社御祓川 )と連携し、追跡アンケート調査を
実施した。6団体は、チャレンジ・コミュニ

ティ・プロジェクトに所属し、10年以上に
渡って、長期実践型インターンシップを中核
事業として取り組んできた。地域は異なるが、
コーディネーターが存在し、事前・実施中・
事後のフォローアップする点に類似性が認め
られる。対象を 6つの中間支援団体に限定す
ることで、プロジェクトの性質が同一化する
ため、追跡アンケート調査が実現した。当該
団体が実施する長期実践型インターンシップ
は、1ヶ月以上のみであり、多くは 3ヶ月か
ら半年以上である。また、インターンシップ
受入企業が、地域の中小企業もしくは中間支
援団体で、特に従業員は 30名以下の小規模
の企業が中心である。プロジェクトは、業務
の補助や、アルバイトと類似した雑務中心で
はなく、事前に企業の課題をコーディネー
ターがヒアリングし、一緒に学生専用プロ
ジェクトを策定し、新規事業や業務改善など
の事業が設定される。受入後も専属のコー
ディネーターが、学生と企業の状況を踏まえ、
伴走支援する。
＜調査概要＞
・調査時期：2022年 11月 15日から 2022年

12月 15日 
・回答数：118件 (有効回答数 92件 ) 
・調査方法：Eメールで送付し、記名式で回
答。 

・質問項目：1.属性：現在の年齢、性別、転
職有無、大学時代の所属学部、インターン
シップに参加した当初の学年、2.インター
ンシップ期間、3.参加動機、4.受入先企業
の業種、5.インターンシッププロジェクト
の内容、6.インターンシップ終了後の満足
度、7.現時点でのインターンシップの影響
である。6.7.に関しては、「大変満足 -不安」
の 5件法と、自由記載での回答を求めた。

・留意点：アンケートの回答に際しては、個
人情報を削除した上で集計し、研究以外の
目的で、第三者に個人情報、アンケート回
答情報を流出しない旨を伝えた上で、実施
した。　

4.　結果

4-1．アンケート調査結果
回答結果は次のとおり (表 1参照 )。年齢

は、平均は 29.0歳。31歳以上が 23名 (25.0%)、
26歳以上 30歳以下が 49名 (53.3%)、25歳
以下が 20名 (21.7%)である。性別は、女性
が 56名 (60.9%)、男性が 36名 (38.1%)であ
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る。転職は、なしが 48名 (52.2%)、1回が 29
名 (31.5%)、2回以上が 15名 (16.3%)である。
学部は、文学・社会学・国際関係が 32名
(34.8%)、経済・経営系が 29名 (31.5%）、法
学が 11名 (12.0%)、教育が 4名 (4.3%)、理工・
農学・情報が 15名 (16.3%)、その他 1名 (1.1%）
である。参加当初の学年は、１年生が 17名
(18.5%)、2年生が 32名 (34.8%)、3年生が 34
名 (37.0%)、4年生が 6名 (6.5%)、大学院 1
年生が 3名 (3.3%)である。インターンシッ
プの期間は、6ヶ月以上が 62名 (67.4%)、3ヶ
月以上 6ヶ月未満が 22名 (23.9%)、1ヶ月
以上 3ヶ月未満が 8名 (8.7%)である。参加
動機は、何かに挑戦したいと思ったが 25名
(27.2%)、成長の機会が 17名 (18.5%)、将来
の目標のため 11名 (12.0%)、自分の可能性
を知りたいが 9名 (9.8%)、就職活動の対策
が 7名 (7.6%)、地域への関心が 4名 (4.3%)、
友人などの紹介が 3名（3.3%）、その他が
10名 (10.9%)である。受入先企業の業種は、
サービス業が 29名 (31.5%)、製造業が 36名
(39.1%)、社内の業務改善が 7名 (7.6%)、業
務の補助が 2名 (2.2%)、その他が 4名 (4.3%)
である。終了後のインターンシップの満足度

の平均は 4.43、現時点でのインターンシップ
の影響の平均は 4.07である。
参加学生は 1年生と 2年生の合計で約半数

を占める (49名、53%)。就職活動のタイミン
グを意識した 3年生に加えて、低年次の学年
の参加が多い。また、4年生の内定者が、内
定先とは異なる企業での長期実践型インター
ンシップへ参加するケースも存在する。受入
企業は、中小企業もしくは中間支援団体が中
心である。従業員数が 10名以下などの小規
模のオーナー経営企業が大半である。プロ
ジェクトの内容は、新規事業企画、営業・広
報・マーケティングが中心となる。企業にとっ
ては挑戦したいが経営資源が不足し実現でき
ていない、「優先度は高いが、緊急度は低い」
内容を、コーディネーターが伴走支援するこ
とで実現する。新規事業企画は、難易度は高
いが、学生が自由に挑戦する機会が存在する。
また、営業・広報・マーケティングに関しても、
既存顧客相手ではなく、新規顧客をターゲッ
トとする内容や、新たな販促企画や調査分析
は、企業のニーズの高いが、リスクも少なく
学生が取り組みやすい業務領域である。これ
らのプロジェクトへ、コーディネーターが伴
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36 名(39.1%)、社内の業務改善が 7 名
(7.6%)、業務の補助が 2名(2.2%)、その他が
4 名(4.3%)である。終了後のインターンシ
ップの満足度の平均は 4.43、現時点でのイ
ンターンシップの影響の平均は 4.07 であ
る。 
参加学生は 1年生と 2年生の合計で約半
数を占める (49 名、53%)。就職活動のタイ
ミングを意識した 3 年生に加えて、低年次
の学年の参加が多い。また、4 年生の内定
者が、内定先とは異なる企業での長期実践

型インターンシップへ参加するケースも存

在する。受入企業は、中小企業もしくは中

間支援団体が中心である。従業員数が 10名
以下などの小規模のオーナー経営企業が大

半である。プロジェクトの内容は、新規事

業企画、営業・広報・マーケティングが中

心となる。企業にとっては挑戦したいが経

営資源が不足し実現できていない、「優先

度は高いが、緊急度は低い」内容を、コー

ディネーターが伴走支援することで実現す

る。新規事業企画は、難易度は高いが、学

生が自由に挑戦する機会が存在する。ま

た、営業・広報・マーケティングに関して

も、既存顧客相手ではなく、新規顧客をタ

ーゲットとする内容や、新たな販促企画や

調査分析は、企業のニーズの高いが、リス

クも少なく学生が取り組みやすい業務領域

である。これらのプロジェクトへ、コーデ

ィネーターが伴走支援し、企業と学生と二

人三脚で取り組むことで、企業の事業価値

創造に貢献することができる。 
 
４－２. 共起ネットワーク分析 

次に、自由記載欄の記述に基づき、KH 
Corder を用いて共起ネットワーク図を作成
した。共起ネットワークは、テキストの中

でどのような語が多く用いられ、どのよう

な語と結びついていたかを表現する方法で

ある(樋口 2014)14)。共起ネットワーク図の

表 1　アンケート調査概要
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走支援し、企業と学生と二人三脚で取り組む
ことで、企業の事業価値創造に貢献すること
ができる。

4-2．共起ネットワーク分析
次に、自由記載欄の記述に基づき、KH 

Corderを用いて共起ネットワーク図を作成し
た。共起ネットワークは、テキストの中でど
のような語が多く用いられ、どのような語と
結びついていたかを表現する方法である (樋
口 2014)14)。共起ネットワーク図の作成にあ
たって、出現数による語句の取捨選択に関し
ては、より多くの語の関係性を把握するため
に、最小出現数を 9に設定した。また、描画
する共起関係の絞り込みは、上位 60以上の

共起関係に設定した。
図 2では、強い共起関係ほど太い線で、出

現数の多い語ほど大きい円で描画される。な
お、図の中の語の配置は意味を持たない。共
起ネットワーク図から、類似のキーワードを
つなげ、「1.地域・大人と出会い、仕事を経
験」「2.社会・地域・中小企業の理解と関心」
「3.自己理解と将来のキャリア」「4.挑戦によ
る人生への影響」の 4つのカテゴリーを可視
化した（表 2参照）。
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と将来のキャリア」「4.挑戦による人生への
影響」の 4つのカテゴリーと、その他を加え
た 5項目で整理をした。
インターンシップ終了後の満足度 (表 3参
照 )については、「1.地域・大人と出会い、
仕事を経験」の点では、経営者と共に働き、
『仕事への姿勢や礼義』『社長の考え・姿勢』
に触れることができる点があげられる。新卒
で大企業などに入社した場合には、若手世代
で経験する機会は少ない希少な経験である。
「2.社会・地域・中小企業の理解と関心」の
点では、大学では学べない知識や、社会・会
社を理解できる点があげられる。「3.自己理
解と将来のキャリア」の点では、インターン

シップ経験を通して、自分の得意・不得意を
理解する点、活動を通した成長によって、将
来の可能性を広げられる。「4.挑戦による人
生への影響」の点では、本気で「挑戦」、チャ
レンジなどのキーワードが多く確認できた。
結果として、成長につながり、自分自身への
変化や自信につながっている。その他には、
『コーディネーターの存在』や、企業以外の
団体スタッフなどとのつながり、関係性の価
値などの言及があった。
践型インターンシップの中での、経営者と

協働した経験からの視点や、現場での実体現
時点でのインターンシップの影響 (表 4参照 )
については、「1.地域・大人と出会い、仕事
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を経験」の点では、過去の長期実
験、働く姿勢などが、社会人になってから
も役立つ言及が確認できた。「2.社会・地域・
中小企業の理解と関心」と「3.自己理解と将
来のキャリア」の自己理解の点は記載が認め
られなかった。理由は、実際に企業に入社後
は、企業を知ることや、自己理解などに関し
ては、就職の段階で一旦リセットされること
が推察される。「3.自己理解と将来のキャリ
ア」の点は、自己理解に関する記載は認めら
れなかったが、キャリアに関しては、インター
ンシップの経験によって、自らの視野や自分
の可能性が広まり、結果キャリア形成に役立
つことが触れられている。「4. 挑戦による人

生への影響」の点では、数多くの記載があり、
挑戦したことで、精神的な強さや、チャレン
ジ精神、自ら主体的に行動することなど、「起
業家精神（アントレプレナーシップ）」や、
自らの行動で将来を形成する「自律的なキャ
リア」との関連性が認められる。「5.その他」
は、インターンシップで得られた、関係性・
つながりが、社会人になって交流も継続し、
就職・転職や、仕事での関係を有することな
どが言及される。インターンシップ先と、現
在の仕事が同じ人は 3名に過ぎないが、中間
支援団体の関係企業で働く人は 13名存在す
る。それ以外にも、受入企業と良好な関係が
継続する人が多数存在する。長期実践型イン

表 4　現時点でのインターンシップの影響
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ターンシップ参加者が、地域・地域企業・コー
ディネーター・参加者同士が、つながりを有
し、中間支援団体が起点となるエコシステム
の形成可能性を示している。

5.　考察 

長期実践型インターンシップへの参加動機
の調査より、「挑戦」「成長」「将来の目標」「自
分の可能性を知りたい」が上位を占めた。将
来のキャリア形成に向けた自発的な動機が大
半を占めた。特定の企業への関心や就職活動
の対策を主な動機とする割合は低い。「挑戦」
や「成長」が得られる点は、期間が長く、新
規事業や企画などに携わる長期実践型イン
ターンシップ特有の要素である。
長期実践型インターンシップの満足度調査
の自由回答からは、「社会や地域を知る、地
域中小企業の理解が深まる点」「自己理解が
高まり、将来のキャリア形成に向けて、有益
な機会」という内容の回答が得られた。また、
事前の学生の志望動機では「就職活動」に対
する動機は少数であった。ただし、社会や地
域・地域中小企業を知る点や、自己理解が高
まる点、将来のキャリアを意識する点は、一
般的なインターンシップやキャリア教育で求
められる要素である。つまり、長期実践型イ
ンターンシップが、当該企業への直接の就職
の観点ではなく、結果として学生にとっての
就職活動に役立つ可能性が示唆される。
これらの点は、就職活動を目的とした短期
間のインターンシップや、大学の単位化され
た 5日から 10日程度のプログラムでは得ら
れ難い要素である。就職活動を主目的とする
インターンシップの学生に対する意識調査
は、就職支援企業などの機関が実施している。
例えば、マイナビ (2024) 15)の調査では、参
加したインターンシップは、グループワーク、
若手社員との交流会、会社見学・工場見学・
職場見学が上位で、実際の現場での仕事体験
は下位である。また、学生が参加して良かっ
たと感じる点は、業界・企業・職種の理解が
深まる、興味の幅が広がる、社員の人柄の魅
力を感じたなどである。長期実践型インター
ンシップでは、「挑戦」「成長」「将来の目標」「自
分の可能性を知りたい」などの特徴を有する
点とは、異なる内容である。
次に、満足度調査と社会人になった際の、
双方に確認できた効果は、「仕事を通した経
験」「挑戦による人生への影響」「関係性構築」

である。特に「挑戦」は、長期実践型インター
ンシップの特徴的なキーワードである。コー
ディネーターが地域の中小企業と事前にプロ
ジェクトを設計し、伴走支援することで、学
生が安心安全な環境の中で、自らの力を発揮
しやすい環境・場が設計され、「挑戦」する
機会が生まれる。
結果、長期間わたって、「濃密な挑戦の経験」

によって、社会人になってからも意義・意味
が認められるマインドの形成や自信、自律的
なキャリア形成の意欲、諦めない立ち向かう
気持ち、アントレプレナーシップが身につく
可能性が示唆される。さらに、企業やコーディ
ネーターとの「濃密な挑戦の経験」が、関係
性の構築に役立ち、その後の継続的な関係が、
交流の継続に加えて、仕事上の関係や転職な
どへと具現化する事例も確認できた。
学生にとって、インターンシップとアルバ

イトは、学外での実践経験の観点では同一で
あるが、得られる効果や参加目的には違いが
ある。アルバイトに関して、先行研究からは、
キャリア形成や就業意欲の向上、能力向上へ
の好影響などが言及されている。例えば、酒
井 (2013)16)では、アルバイトでは、コミュニ
ケーションに関連するスキルが主に得られる
ことを指摘する。他には、就業動機に関する
対人志向性（杉山 2007）17)や、自己効力感
などの醸成（関口 2010）18)などが挙げられ
ている。また、平尾 (2019)19)によると、アル
バイトでは業種が飲食店やサービス業などに
限られる点、目的がアルバイトは金銭報酬が
中心である点が述べられている。アルバイト
では得られない長期実践型インターンシップ
の独自の点としては、コーディネーターが存
在することで、学生の主体的な行動、対話・
提案などが実施できる「翻訳」「仲介」機能
を担い、参加学生が、自ら主体的に行動し、
挑戦することを可能とし、その後の人生に影
響を与えるような濃密な経験につながる点が
挙げられる。

６．結論

本研究では、長期実践型インターンシップ
経験者に対する追跡アンケート調査より、特
徴と効果を明らかにした。長期実践型イン
ターンシップは、地域・企業・学生・コーディ
ネーターが共創し、各アクター同士の信頼に
よる絆の結びつきが深い点に特徴がある。現
在、日本で浸透する採用を主目的とするイン
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Abstract: This study targets "long-term practical internships" in which coordinators from intermediary 
support organizations intervene and work with students toward the creation of a company's business, 
rather than short-term internships whose main purpose is to recruit, and conducted a follow-up 
questionnaire survey of working adults who participated in these internships as students to clarify 
their characteristics and effects. The survey clarified the characteristics and effects of the internship 
program. The characteristics were identified as "work experience," "understanding of society, region, 
and SMEs," "self-understanding and future career," "impact on future due to challenges," and "building 
relationships. In addition, examples of "opportunities for intense challenge" and relationships being 
utilized even after entering the workforce were confirmed.  

ターンシップとも、アルバイトとも一線を画
する。
本研究では、長期実践型インターンシップ
の効果として「仕事の経験」「社会・地域・
中小企業を知る」「自己理解・将来のキャリア」
「挑戦による将来への影響」「関係性の構築」
などが確認できた。また、社会人になった後
にも、「濃密な挑戦の機会」や、構築された
関係性が役立つことが確認された。大学での
教育、短期間の就職を目的としたインターン
シップや、アルバイトとは異なり、長期実践
型インターンシップ固有の特徴である。さら
に、地域中小企業などとの「関係性」は、兼
業・副業、転職などの割合が増加する中、地
域中小企業にとっても新卒採用に限らず、外
部人材との協働・共創によって、事業の継続
発展が求められる中では、関係人口を構築す
る観点から、長期実践型インターンシップの
魅力である。
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